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支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
し

た
。ト
ラ
ク
タ
ー
は
、有
人
機
と

無
人
機
の
２
台
同
時
作
業
で

耕
起
や
肥
料
散
布
、代
か
き
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。自
動
化
に

よ
り
、耕
起
と
収
穫
作
業
で
３

割
、田
植
え
作
業
で
４
割
の
作

業
時
間
を
削
減
で
き
ま
し
た
。

１７
年
作
は
、法
人
に
は
４
人

の
常
時
雇
用
者
が
い
て
、１
人

当
た
り
年
間
農
業
所
得
は
７

９
０
万
円
と
、導
入
前
に
比
べ

て
４５
％
増
え
ま
し
た
。

そ
の
他
の
法
人
で
も
、自
動

水
管
理
シ
ス
テ
ム
で
水
管
理
の

時
間
を
７
割
減
ら
せ
る
な
ど
、

省
力
効
果
が
出
て
い
る
と
い
い

ま
す
。

１８
年
作
も
試
験
し
、麦
・
大

豆
と
の
輪
作
や
、水
稲
の
乾
田

研
機
構
は
、ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
ー
や
ロ
ボ
ッ
ト
田
植
え

機
な
ど
の
ス
マ
ー
ト
農
機
を
稲
作
に
導
入
す
る
こ
と
で
、耕

起
、田
植
え
、収
穫
の
作
業
時
間
を
最
大
４
割
削
減
で
き
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。そ
の
省
力
分
の
労
力
で
、実
証
し

た
法
人
で
は
、１
・５
倍
の
１
２
０
㌶
へ
の
作
付
け
拡
大
が
可

能
と
な
り
、生
産
コ
ス
ト
が
現
状
か
ら
４
％
減
の
６０
㌔
当
た
り

９
０
６
４
円
を
実
現
し
ま
し
た
。

農

開
発
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
農
機
や
、

自
動
水
管
理
シ
ス
テ
ム
を
全

国
４
法
人
に
導
入
し
、２
０
１

７
年
作
か
ら
作
業
性
を
調
べ
て

い
ま
す
。

千
葉
県
横
芝
光
町
で「
コ
シ

ヒ
カ
リ
」「
ふ
さ
こ
が
ね
」な
ど
を

作
付
け
す
る
法
人
で
は
、自
動

運
転
が
可
能
な
ト
ラ
ク
タ
ー
、

田
植
え
機
、コ
ン
バ
イ
ン
と
、気

象
デ
ー
タ
を
基
に
収
穫
適
期
や

病
害
対
策
を
示
す
栽
培
管
理

内
閣
府
の
戦
略
的
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム（
Ｓ
Ｉ

Ｐ
）事
業
の
一
環
。同
事
業
で

直
播（
ち
ょ
く
は
）栽
培
で
の
効

果
を
調
べ
て
い
ま
す
。

同
機
構
は「
地
域
や
法
人
の

構
成
な
ど
で
最
適
な
シ
ス
テ
ム

の
組
み
合
わ
せ
は
変
わ
る
。実
証

試
験
で
改
善
点
や
解
決
策
を
見

つ
け
て
い
く
」と
話
し
ま
す
。

今月の話題

作
業
時
間
最
大
４
割
減

農
研
機
構　

ロ
ボ
ッ
ト
農
機
の
稲
作
導
入

作
付
け　

倍　

可
能

クラウドファンディング
（ＣＦ）

　クラウド（人々）とファンディング（資金調達）を
組み合わせた造語で、インターネットを通じて、
多くの人から資金を調達して事業を行う仕組み
です。２０１７年度のＣＦの市場規模は前年度の
２．３倍に拡大。農業の分野では、６次産業化や
耕作放棄地活用などさまざまな分野で活用され
ています。交流の場や特産品づくりなどを通し
て、地域を応援したい都市住民と農山村を結び
付けるなど、地域活性化の手段の一つとして期
待が高まっています。

１.５

J Aバンクは地域の担い手を応援します

2019 /  February

2

2台同時で耕起作業するロボットトラクター
（千葉県横芝光町）
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ブドウ収量増へ　剪定の基本確認
ＪＡ伊勢

ＪＧＡＰ認証取得　経費減も期待
　ＪＡ鳥羽志摩が経営する長沢育種苗施設は１２月、Ｇ
ＡＰ（農業生産工程管理）の日本版であるＪＧＡＰ認証を
取得した。今回認証を受けたのは、イチゴの収穫までの
工程と、特産物「きんこ」の原料となる隼人芋の苗の栽
培工程。ＪＧＡＰを取得したことで、労働者の安全確保、
農作業時の事故などのリスク低減、農薬・資材などのコ
スト削減が期待される。２０１９年にはイチゴの収穫工程
のＪＧＡＰ取得を目指す。営農指導販売課の竹内隆典課
長は「これを機会に農業経営の運営に万全を期したい」
と話す。

ＪＡ鳥羽志摩

貯蔵ミカンの厳選出荷確認
　ＪＡ松阪青島みかん部会と高糖系みかん部会は１月中
旬、２日間に分けて、貯蔵ミカンの貯蔵庫巡回を行った。
合わせて１８人が参加した。ＪＡ職員が測定器を使い、貯
蔵ミカンの糖度と酸度を測定。貯蔵庫の湿度などの状
態を確認。生産者らは他の貯蔵庫の様子を興味深そう
に見ていた。今年度産のミカンは気候に恵まれ豊作。糖
度も高く酸とのバランスの良い仕上がり。しかし台風の影
響で傷の付いた果実が多い傾向で、ＪＡ職員は「選別を
しっかりしてほしい」と呼び掛けた。（2019/1/22 ワイド１東海）

ＪＡ松阪

　ＪＡ伊勢ぶどう部会は１２月、玉城町の園地でブドウの
剪定（せんてい）講習会を開いた。部会員１１人が参加
し、県中央農業改良普及センターとＪＡの担当者の指導
で、実演を交えながら剪定や整枝の説明を受けた。ＪＡ管
内では部会員１６人が、同町と伊勢市城田地区合わせて
約３ヘクタールで「デラウェア」や「巨峰」を中心に栽培し
ている。２０１８年は、猛暑の影響で収量が減少した。その
状況を踏まえ講習会では、より安定した結実、収量、果実
品質の確保につなげようと基本を再確認した。

（2019/1/6 エリア東海）

（2019/1/23 ワイド２東海）

（日本農業新聞より）県内NEWS

日
本
を
中
心
に
多
発

し
て
い
る
ニ
ホ
ン
ザ
ル

に
よ
る
農
業
被
害
。頭
数
が

多
く
加
害
レ
ベ
ル
が
高
い
群

れ
は
、追
い
払
い
等
の
被
害
対

策
だ
け
で
は
十
分
な
効
果
が

得
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。そ
こ
で
三
重
県
農
業
研

究
所（
研
究
担
当
者
：
山
端

直
人（
現
在
：
兵
庫
県
立
大

学
））で
は
、そ
の
よ
う
な
サ
ル

群
の
個
体
数
を
削
減
す
る
こ

と
で
、群
れ
の
性
質
や
農
業

被
害
な
ど
に
及
ぼ
す
影
響
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　
三
重
県
伊
賀
市
に
生
息
す

る
加
害
レ
ベル
が
高
い
１
０
５

頭
の
サ
ル
群
を
、ク
ラ
ウ
ド
ま

る
み
え
ホ
カ
ク
ン（
I
C
T
に

よ
る
檻
罠
の
遠
隔
監
視
・
操

作
装
置
）と
大
型
箱
わ
な
に

よ
り
捕
獲
し
、１
年
間
で
２８

頭
の
群
れ
へ
と
大
幅
に
縮
小

し
ま
し
た
。そ
の
後
、被
害
を

受
け
て
い
た
集
落
住
民
へ
調

査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、１
回
あ

た
り
の
平
均
出
没
頭
数
は
お

よ
そ
５０
頭
か
ら
８
頭
へ
、集
落

で
の
滞
在
時
間
も
１
２
０
分

か
ら
15
分
程
度
に
低
下
し
ま

西 ニ
ホ
ン
ザ
ル
に
よ
る
農
業
被
害

群
れ
の
個
体
数
を
減
ら
し
効
果

このコーナーは、三重県農業研究所の「研
究成果情報」に基づき制作し、県内に広く
研究成果を紹介します。

三重県農業研究所　地域連携研究課　☎ 0598-42-6356お問い
合わせ先

し
た
。ま
た
、サ
ル
群
の
行
動

範
囲
面
積
が
半
減
し
、農
地

の
被
害
程
度
が
大
幅
に
減
少

す
る
効
果
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、捕
獲
に
よ
る
サ
ル
群

れ
の
縮
小
等
を
行
う
場
合
に

は
、市
町
単
位
等
で
群
れ
の

行
動
範
囲
や
加
害
レ
ベ
ル
を

把
握
し
、こ
れ
に
基
づ
い
た
群

れ
単
位
の
管
理
計
画
を
定
め

た
う
え
で
実
施
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、縮
小
し
た
サ
ル
群
れ

に
対
し
て
も
、追
い
払
い
や
侵

入
防
止
柵
な
ど
の
被
害
対
策

を
継
続
し
て
実
施
す
る
こ
と

で
、さ
ら
な
る
被
害
軽
減
や
効

果
の
持
続
が
期
待
で
き
ま
す
。
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実質
保証料

◆トラクターなどの
農業用機械の購入資金

◆栽培用ハウス・畜舎など
農業用施設の建設資金

◆その他農業経営に必要な資金

対象期間／平成30年4月2日～平成31年3月29日

円

※JAバンク利子補給・
当JA金利引き下げ後の
ご負担金利は0.2％を下
回らないように調整され
ます。
※イメージは実際とは異
なる場合がございます。
詳しくはお近くのJAバン
クまでお問い合わせくだ
さい。
※JAバンク保証料助成
により、実質保証料が0
円となります。

農業者の皆様のご負担金利を5年間軽減いたします。

利子補給および金利引き下げの適用イメージ～変動金利型の場合～

ー ＝
詳しくは、お近くのJAバンク窓口までお問い合わせください。http://www.jamie.or.jp/jabanking/agri/

《お借入金利》

年１％変動
金利

 年0.2％実質

年0.8％
《JAバンク利子補給・
　　　金利引き下げ》

５年間
JAバンク利子補給制度●と
当JA金利引き下げ●措置の対象となります。

3年間

2年間

平成31年1月現在

農業経営資金
農業を営むすべての方に


